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　日本アイリス・マードック学会の創設者で、10年にわたって学会を牽引して来られた初代会長、室谷洋三先生のご意志を受け継ぐにあたり、学会機関紙 The Iris Murdoch Newsletter of Japan　を創刊号から読み返してみました。1999年、マードックの逝去と年を同じくして刊行された第１号には、作家への深い愛惜の思いと同時に、学会始動への強い決意が示されています。ジョン・ベイリー氏やピーター・コンラディ氏から寄せられた喜びのメッセージを再読していると、その同じ年、マードックを崇敬する30名の研究者が、岡山にはじめて参集したときの興奮が蘇ってきました。毎年の例会のたびに、台風や地震や竜巻などの天変地異に見舞われつづけたことも懐かしく思い出されます。
室谷先生は第１号の巻頭言で、この年に起きたコソボやインド・パキスタン、東チモールでの悲劇的な紛争に言及され、「民族や宗教の相違を超えた人間愛」を説くマードックの思想の実践が、「緊急、かつ肝要なこと」と訴えておられます。しかしそれから10年、世界情勢は悪化の一途をたどり、私たちは自らをも含めた人間の愚かさとエゴイズムに肩をすくめるばかりです。文学はもはや無力なのでしょうか。そう言えるかもしれません。時には、自虐的な思いも胸をよぎります。
しかし、機関紙に刻まれた学会の足跡を目で追っているうちに、暗澹とした思いがしだいに薄れていきました。この10年間、何と多彩な講演や研究発表が行われてきたことでしょう。力を結集することの素晴らしさを改めて感じました。マードックは、万巻の書や芸術を渉猟し膨大な小説や詩や哲学書を物した、まさに巨大な怪物です。その人に導かれながら、私たちはサルトル、クノー、ベケット、ヴィトゲンシュタイン、ジョイス、シェイクスピア、オースティン、紫式部、鈴木大拙、ハイデガー、プラトンなどを瞥見してはきましたが、奥行きは無限で地平は遥かかなたに霞んでいます。並大抵の力では、太刀打ちできる相手ではありません。しかし、昨年私たちが、学会員の力の結晶である『アイリス・マードックを読む』を上梓し得たように、学会員による個性的、多面的なアプローチを結集すれば、いつの日か、この巨像の真髄に迫ることができるかもしれません。
　国際学会においても、驚くほど多様な研究発表が受容されているようです。私たちも、自らを小さな枠に閉じ込めることなく、より広い視野のなかで、マードック文学の存立する位置を照射すべき時がきていると思われます。1999年２月に刊行された追悼特別号には、The Times やThe Sunday Timesに寄せられた、マードックへの追悼文が引用されています。ドリス・レッシングは「なんと惜しい人を失ったことか」と嘆き、マーガレット・ドラブルは「優れた力量の持ち主」と称え、マルカム・ブラッドベリは「20世紀後半における英国最高の作家」と賞賛しています。ブラッドベリは、現代英国を代表するカズオ・イシグロの師でもあります。こうした同時代の、あるいは次の時代の作家たちに目を向けることも、やがてはマードックをより深く知ることの一助になるかもしれません。第11回目の大会では、小野寺健先生に基調講演をお願いしました。ジョン・オズボーンやキングスリー・エイミスら懐かしい名前とともに、ケイト・アトキンソンの近著にも言及され、
私たちは新鮮な目が開かれました。次世代の方がたに、躍動するマードック学会のかたちを手渡すことができるよう、新たな一歩を踏み出したいと願っています。

